
水 稲 新 除 革 剤 の 実 用 化

シ メ ト リ ン 。ジ メ ピ ペ レ ー ト ・フ ェ ノ チ オ ー ル 粒 剤

( 農 試 県 南 分 場。 技 術 部 )

ユ.  背景 と お ら い

揮 散 客 に よ る 近 接 作 物 へ の 影 響 や 魚 書 性 が 懸 念 さ れ る 地 域 で は, M C P B ・ シ メ ト リ

ン 。 S A P 粒 剤 や ジ メ タ メ ト リ ン ・ ビ ベ ロ ホ ス 粒 剤 等 を 指 導 普 及 し て い る。 シ メ ト リ

ン ・ ジ メ ビ ペ レ ー ト ・ フ ェ ノ チ オ ー ル 粒 剤 は,水 補 、 近 繁 作 物及び 人 畜 毒 性 の 面 に おいて

更 に 安 全 性 が 高 く、 除 草 効 果 も 同 等 以 上 の 中 期 除 草 剤 と し て 確 認 さ れ た の で 普 及 に 供

す る。

2 .  技 術 の 内 容

( 1 ) 除 車 剤 名 等 商 品 名 :  セス ロ ン 粒 剤

誠験葉剤名 :HOК -05M粒 剤

成 分  : ジ メ ピ ペ レ ー ト   1 0 %

シ メ ト リ ン     1 . 5 %

フ ェ ノ チ オ ー ル   0 。 7 %

毒 性、 魚 奪 性 : 普 通 物、 B 類

く2 ) 除 革 剤 の 特 性

ジ メ ピ ペ レ ー ト は チ オ カ ー バ メ イ ト系 に 属 し、 非 ホ ル モ ン 吸 収 移 行 型 の 成 分 で、 根

部、 基 部、 茎 業 部 か ら 吸 収 さ れ、 生 長 点 の 細 胞 分 裂 阻 審 ( タ ン バ ク 賀 生 合 成 田 害 ) に

よ つ て 維 革 を 結 殺 す る。 イ ネ 科 作 物 の 属 高 選 択 性 を 持 ち, 強近 元 田 に お い て も 水 橋 の 生

育 障 害 は 殆 ど 露 め ら れ な い。 又 、 蒸 気 圧 が 4 X 1 0 ~ 6 8 日H 8 / 3 0 ℃( モ リ ネ ー ト 5 。6 X 1 0 ~ 3

冊冊‖3 / 2 0 ℃) と 低 い た め夕揮 散 に よ る 周 辺 作 物 へ の 影 導 も ご く 少 な い。 シ メ ト リ ン ・フ ェ

ノ チ オ ー ル と の 3 成 分 の 混 合 に よ り, 防除 対 象 維 車 は ノ ビ エ の 2 。 5 葉 期 ま で、 1 年 生

熊 革 及 び 多 年 生 籍 革 の マ ツ パ イ、 ホ タ ル イ、 ウ リ カ ヮ、 ヘ ラ オ モ ダ カ、 ヒ ル ム シ ロ が

防 除 可 能 で, セリ に 対 し て も 作 用 性 は 高 い。 適 用 上 壌 は 砂 壌 土 ～ 埴 土 と 広 範 囲 で あ る。

( 3 ) 使 用 方 法

移 植 後 2 0 ～2 5 日、 ノ ビ エ の 2 .  5 葉 期

ま 散 布 し、 3 ～ 4 日 間 は 水 を 切 ら な い。

に 残 効 の 長 い 薬 剤 を 使 用 す る。

( 4 ) 使 用 基 準

ま で の 時 期 に, 初期 除 草 剤 と の 体 系 で 港 水 の ま

ホ タ ル イ の 多 発 田 で は, 初期 除 車 剤 に ホ タ ル イ

区 分 処 理 法 使 用 時 期 使 用 量 適 用 上 壊、 地 帯 適 用 鮭 車
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3.指 導上の留意点

(1)従 来のシメ トリン、MCPB浸 合剤と同様に水稲の5棄 期以降、平均気温16℃以上の条件で使用する。 (筒状葉、生育

抑制発生防止)

(2)異 常高温 (最高気温30℃以上の日が3日 以上連続する)時 にはシメ トリンによる下葉の黄化、枯れ上が りが発生するこ

とがあるので、気温の低下する夕方に均一に散布する。

(3)極 端な漏水田や未熟有機物の多施用日での使用は避ける。

(4)ミ ズガヤツリ、オモダカ、クログワイ等には効果が劣る。
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